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機器仕様書 
松島管理第28号工事 

 

 

 

※製造メーカーを特定するものではありませんが、参考として添付します。 
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製品仕様書 低圧進相コンデンサ １／２ 

 

形式 ＦＦ形 

準拠規格 ＪＩＳ Ｃ ４９０１ 

使用状態 

使用場所 屋内専用 

周囲温度 －２５℃～＋４５℃ 

     ２４時間平均の最高＋３５℃，１年間平均の最高＋２５℃ 

相対湿度 ８５％以下 

標高   ２０００ｍ以下 

定 

格 

定格電圧 ２００Ｖ 

定格周波数 ５０／６０Ｈｚ共用 

相数 単相，三相 

定格静電容量  

外形図 
ＮＳ－Ａ９６３５０－（接続端子付） 

ＮＳ－Ａ９６６０５－（口出線付） 

構 

造 

誘電体 金属化プラスッチクフィルム（ＳＨ） 

充てん剤 エポキシ 

ケース 樹脂ケース 

性 

能 

最高許容電圧と 

許容時間 

電圧倍数 許容印加時間 
１．１５倍を超える電圧の印

加は，コンデンサの寿命を通

じて２００回を超えないもの

とする。 

１．１０ ２４時間のうち８時間以内 

１．１５ ２４時間のうち３０分以内 

１．２０ ５分以内 

１．３０ １分以内 

最大許容電流 定格電流の１．３倍 

耐電圧 
端子相互間       ４３０ＶＡＣ ２ｓ 

耐えること。 
端子一括～ケース間    ――― 

静電容量 
常温，１２０Ｈｚ又は１ｋＨｚ，ＬＣＲメータ

ーにて測定。 

許容差：－５％～＋１０％ 

相間不平衡率：１０８％以下 

損失率 
常温，６０Ｈｚ，シェーリングブリッジ法にて

測定。 
０．１２％以下 

放電性 
抵抗計を用いて，１相当たりの放電抵抗器抵抗

値を測定し，残留電圧を求める。 

残留電圧が 

３分で７５Ｖ以下。 

熱安定性 

４５±２℃において定格容量の１．４４倍の

容量（ｋｖａｒ）になるような電圧を４８時間

印加する。最後の６時間中にコンデンサの温度

を４回以上測定したとき，増加は１℃以下であ

ること。 

試験後，右記性能を満足すること。 

静電容量変化率：±２％以内 

損失率増加値： 

２×１０－４以下 

高温損失率：０．１２％以下 

耐湿性 

４０±２℃，相対湿度９０～９５％の恒温，

恒湿槽内に５００時間時間放置する。その後，

常温常湿に１時間以上で温度安定までの時間放

置する。 

試験後，右記性能を満足すること。 

端子相互間耐電圧： 

耐えること 

外観： 

著しい異常がないこと。 

静電容量変化率：±４％以内 

損失率増加値： 

５×１０－４以下 
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製品仕様書 低圧進相コンデンサ ２／２ 

 

性 

能 

短絡放電性 

定格電圧の２倍の直流電圧を印加し，ギャップ

を通して１０分間に５回の放電を行う。 

試験後，右記性能を満足すること。 

端子相互間耐電圧： 

耐えること。 

静電容量変化率：±７％以内 

耐用性 

３５℃＋熱安定性試験温度上昇値±２℃で 

１）段階１ 定格電圧の１．２５倍を７５０時

間印加する。 

２）段階２ 定格電圧の２倍の直流電圧を充電

し，インダクタンス（Ｌ）を通し

て放電する。１サイクルの時間は

３０～４０秒とし，１０００サイ

クル行う。 

Ｌ＝１０００／Ｃ±２０％ 

３）段階３ １）の段階１を再度行う。 

試験後，右記性能を満足すること。 

試験中の状態： 

永久破壊，断線，フラッシオ

ーバがないこと。 

端子一括とケース間耐電圧： 

３０００ＶＡＣに６０秒耐え

ること。 

静電容量変化率：  

相平均 ±５％以内 

１相  ±７％以内 

自己回復性 

定格電圧の２．１５倍の交流電圧を１０秒間印

加し自己回復作用を調べる。自己回復が５回未

満のとき，電圧を徐々に上げていき，自己回復

が５回起こればそこでやめ，少なければ定格電

圧の３．５倍まで上げ続ける。自己回復が５回

未満のときは５回発生するまで続けるか又は他

の試料で行う。 

試験後，右記性能を満足すること。 

静電容量： 

著しい変化がないこと。 

保安性 

４５℃で定格電圧の

１０倍の直流電圧を

３～５秒印加する。

次に，定格の１．３

倍の交流電圧を３分

間印加する。交流電

圧印加のとき，電流

がゼロになるまでこ

れを繰り返す。電流

がゼロになった後，

常温に冷却する。 

試験後，右記性能を

満足すること。 

外観： 

（１）含浸剤による表面のぬれはよいが，滴下する程

度の漏れはないこと。 

（２）ケースの変形と損傷はよいが，破壊しないこ

と。 

（３）試験中に炎又は燃焼物が開口部から放出しない

こと。 

なお，この確認は開口部をガーゼで覆ったと

き，そのガーゼが燃焼又は焼け焦げがあった場

合は不良とする。 

電流： 

コンデンサに流れる電流がほぼゼロになること。 

端子一括とケース間耐電圧： 

１５００ＶＡＣに１０秒耐えること。 

表示 銘板に定格事項，製造年，他必要事項記入。 

外装色 マンセル Ｎ１．０（黒） 

その他 
この仕様に規定しない項目及びこの仕様書に疑義が生じた場合は，別途打合せ

の上，実施するものとする。 
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製品仕様書 サージ吸収用コンデンサ １／１ 

 

形式 ＮＶ－２ 形  （油入式） 

準拠規格 JEM 1362 に準拠 

使用状態 使用場所  屋内外兼用 

周囲温度  -20 ℃～+50 ℃ 

          24時間平均の最高+45 ℃，1年間平均の最高+35 ℃ 

相対湿度  85 %以下 

標    高  1000 m以下 

温度種別 -20/B 

定 
 
 
 

格 

絶縁強度 22/60 kV 

定格電圧 6600/  VAC 

相数 三相 

定格周波数 50/60 Hz 

静電容量  ( F) 外形図 

3 × 0.1 

3 × 0.2 

3 × 0.3 

3 × 0.4 

3 × 0.5 

NS-P93981- 

性 
 

 
 

 

能 

静電容量 1 kHz，LCRメーターにて測定する 容量偏差      -5 %～+10 % 

相間不平衡度  1.08 以下 

耐電圧 端子相互間    22 kVAC(60 s) 

端子一括ケース間 22 kVAC(60 s) 

耐えること 

損失率 60 Hzシェーリングブリッジにて測定する 0.1 %以下 

密閉性 コンデンサが70 ℃に到達後，2 時間以上保持する 油もれのないこと 

短絡放電性 線路端子一括と外箱間に定格電圧の2.5 倍の直流

電圧を印加し，端子間にギャップを置きそのギャ

ップを通して10 分間に5 回の放電を行い右記の検

査を行う 

耐電圧 耐えること 

外観 著しい異常がないこと 

静電容量 初期値に対する変化が 

1 素子破壊の相当量未満 

最大許容電圧と 

許容時間 

1.10 倍 24 時間のうち12 時間以内 

1.15 倍 24 時間のうち30 分以内 

1.20 倍 5 分以内 

1.30 倍 1 分以内 

1.82 倍 2 秒以内 

ただし1.15 倍を超える電圧の印加は，コンデンサの寿命を通じて200 回を超えないもの

とする 

最大許容電流 定格電流の130 % 

温度上昇 10 K以下 (at35 ℃) 

内部自己インダ

クタンス 

2 H以下 

塗装色 マンセル 5Y7/1 

その他 線路端子に端子保護キャップ付属 
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零相蓄電器



零相変流器


